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収支
予算

令和８年度

諫早商工会議所
事業計画書
収支予算書
事業
計画

「みんなの力」
の構築 「稼ぐ力」の強化 「まちの力」の創出

　令和８年３月24日に開催した通常議員総会において、当所の令和

８年度事業計画と収支予算が議決されました。

　当所は、会員企業の成長・発展と地域経済活性化をミッションに

会員企業への新しいお役立ちに一層注力し、令和８年度の事業を推

進してまいりますので、今年度も当所事業活動へのご理解とご協力

をよろしくお願いします！

　※詳しくは諫早商工会議所ホームページをご覧下さい。

Ⅰ　「みんなの力」の構築
（ １）次世代リーダーによる地域イノベーション体制

の構築並びに部会活動の活性化【重点・新規】
（ ２）労働者の意識変化による雇用環境改善の推進
（ ３）行政に対する政策提言及び意見要望活動
（ ４）地元企業への優先的な公共工事発注の推進
（ ５）地域の大規模製造業と地域事業者の連携の推進
（ ６）他地域商工会議所等との情報交換及び連携
（ ７）商工会議所組織・財政基盤の強化
（ ８）商工会議所情報発信力の強化
（ ９）商工会議所職員の能力開発の推進
（10）�商工会議所自らのＤＸ(内部変革)による組織力

強化
Ⅱ　「稼ぐ力」の強化
（ １）物価高騰と賃上げ対策・価格転嫁に関する事業

の推進【重点】
（ ２）事業承継・M&A支援の推進【重点】

（ ３）ＤＸ推進による事業再構築・生産性向上・経営
継続支援の推進

（ ４）経営発達支援事業の推進
（ ５）事業継続力強化（ＢＣＰ）支援の推進
（ ６）創業の促進と創業後の経営継続化支援
（ ７）経営安定に資する各種保険制度の推進並びに会

員企業の福利厚生の充実の推進
Ⅲ　「まちの力」の創出
（ １）まちなか活性化に向けた官民連携体制づくりの

推進【重点】
（ ２）中心商店街活性化の推進
（ ３）地域振興イベントの開催及び支援
（ ４）稼ぐスポーツによる地域活性化支援
（ ５）西九州新幹線全線フル規格化の推進と新幹線を

活かした広域連携事業の推進
（ ６）交通インフラ整備と定住人口及び交流人口確保

のため経済活性化の推進
（ ７）いさはや地域振興商品券事業の実施

総収入
318,769 千円

会費･負担金
54,428 千円
（17％）

補助金
75,153 千円
（23％）

事業収入
95,471 千円
（30％）

繰入金
56,467 千円
（18％）

繰越金
37,250 千円
（12％）

収入の部（主要11会計合計）

総支出
318,769 千円

給与費
90,014 千円
（28％）

事務管理費
11,195 千円
（4％）

事業費運営費
105,740 千円
（33％）

福利厚生費
17,408 千円（5％）

退職金積立
4,700 千円
（1％）

繰出金
55,957 千円
（18％）

その他
8,360 千円
（3％）

予備費
25,395 千円
（8％）

支出の部（主要11会計合計）
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文字に心を 彩りに夢を

‐
TEL

E-mail：isapri1@h6.dion.ne.jp

事業所名 所　在　地 業　　種
おりえん 諫早市山川町11-7 ケアラー支援講師
㈱DARUTSU 諫早市貝津町881-1 水道業
Nail＆eyelashsalon coco 諫早市泉町46-42 美容業
㈲長建基構 諫早市東小路町13-8 建築業
SAN 諫早市天満町13-36 美容業
ハラダ自動車ガラス 諫早市真崎町749-6 サービス業
前田建築 諫早市小船越町860-27シティ若201号 大工工事業
㈱theory 諫早市金谷町10-5金谷貸ビル 2Ｆ 医療業
OKARA 諫早市平山町110-1 美容業
本田建設 諫早市日の出町23-24 大工工事業
諫早リサイクル研究所 諫早市福田町20-38 リサイクル業

＜事業所名のない個人事業者は除いていますのでご了承ください＞ご紹介新会員 の ご入会ありがとうございます Ｒ 7 . 12. 26 ～Ｒ 8 . 3 . 24の間に
ご入会いただいた皆様です（順不同）

新
就
職
者
研
修
会
・ 

激
励
会
を
開
催

　

新
就
職
者
研
修
会
・
激
励
会
を
令
和
８

年
３
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
に
グ
ラ
ン
ド
パ

レ
ス
諫
早
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

諫
早
市
内
の
事
業
所
に
入
社
し
た
45
名

（
19
社
）
が
、
１
日
も
早
く
各
事
業
所
の

新
戦
力
と
な
る
た
め
に
「
社
会
人
と
し
て

の
基
本
的
な
心
構
え
」・「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」
の
研
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
諫
早
市
の
未
来
を
担
う

新
社
会
人
の
方
々
へ
、
諫
早
市
の
大
久
保

市
長
、
藤
本
公
共
職
業
安
定
所
次
長
、
永

江
会
頭
に
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
他

に
も
諫
早
市
議
会
北
島
議
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
来
賓
の
方
々
に
激
励
の
為
に
会
場

へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
次
年
度
採
用
を
考
え
ら
れ
て
い
る
事

業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。

令
和
８
年
４
月
よ
り
、

諫
早
商
工
会
議
所
事
務
局
が

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
！

専務理事
西山　一勝

事務局長（参事)

課長（参事補)
久松　拓朗

佐野木彩花

岩永　　恵 臨時職員
東　　巳央

臨時職員
瀧川　良美

課長（副参事)・主任経営指導員
山口　孝志

経営指導員
小川　修平

経営支援員Ⅰ
馬場　明美

嘱託職員
青山　直司

経営支援員Ⅱ
沖田　礼子

参事補・経営指導員
馬場　翔大

経営支援員Ⅱ
坂本　祥子

課長（参事補)
岸本　祐樹

谷口　碧海

森　りつみ

野中江里子

課長（参事補)・兼任
馬場　翔大

嘱託職員
力久　慶子

臨時職員
廣田　　美

総務部

中小企業振興部

指導課

情報管理課業務課総務課

斧澤　国仁
部長・事務取扱い
斧澤　国仁

部長（副参事)・主席経営指導員
深堀　和政

いさはや会議所NEWS●Vol. 719. 5

3



「
自
作
ツ
ー
ル
で
進
め
る
現
場
の

�

見
え
る
化
と
自
律
化
」

　

今
回
は
、
自
作
ツ
ー
ル
で
現
場
課
題
を
解

決
し
た
金
属
加
工
業
の
事
例
で
す
。
東
京
都

青
梅
市
に
あ
る
武
州
工
業
株
式
会
社
は
、
創

業
以
来
黒
字
経
営
を
続
け
る
自
動
車
・
医
療

機
器
向
け
金
属
パ
イ
プ
部
品
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　

同
社
の
特
徴
は
、
１
人
の
技
術
者
が
材
料

調
達
、
加
工
、
納
期
管
理
ま
で
一
貫
し
て
担

う
「
１
個
流
し
生
産
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

方
式
は
、
多
品
種
少
量
生
産
や
短
納
期
対
応

に
強
み
を
持
つ
一
方
、
作
業
者
ご
と
の
判
断

や
動
き
方
が
生
産
性
や
品
質
に
影
響
し
や
す

い
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
同
社
は
、
１
個

流
し
生
産
の
強
み
を
生
か
し
つ
つ
、
そ
の
課

題
を
補
う
手
段
と
し
て
現
場
起
点
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
っ
た

の
が
、
自
作
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
す
。
代

表
例
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
加
速
度
セ
ン

サ
ー
で
設
備
の
シ
ョ
ッ
ト
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
、

計
画
と
実
績
の
差
分
を
時
系
列
グ
ラ
フ
で
表

示
す
る
仕
組
み
で
す
。
作
業
者
は
手
元
の
画

面
で
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）
を
確
認
で
き
、

遅
れ
が
あ
れ
ば
作
業
順
や
ペ
ー
ス
配
分
を
見

直
し
、
余
裕
が
あ
れ
ば
次
工
程
を
意
識
し
て

動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
設

備
の
停
止
理
由
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た

こ
と
で
、
ば
ら
つ
き
の
要
因
分
析
と
改
善
が

進
み
、
生
産
性
が
約
２
割
改
善
し
た
事
例
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
の
意
義
は
、
単
な
る
稼
働
記

録
に
と
ど
ま
ら
な
い
点
に
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ト
数
の
推
移
を
見
れ
ば
、
進
み
具
合

だ
け
で
な
く
、
停
止
時
間
や
ペ
ー
ス
の
乱
れ

に
も
気
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
現
場
の
状

況
を
デ
ー
タ
と
し
て
示
し
、
作
業
者
に
判
断

材
料
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
が
自
ら

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
促
さ
れ
ま
し
た
。

１
個
流
し
生
産
で
は
、
一
人
一
人
の
判
断
力

が
競
争
力
に
直
結
す
る
た
め
、
同
社
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
省
力
化
や
効
率
化
に
加
え
、
人
材

の
自
律
化
を
支
え
る
取
り
組
み
と
し
て
も
意

味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

同
社
は
こ
の
考
え
方
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
で

終
わ
ら
せ
ず
、
受
発
注
、
生
産
、
在
庫
、
品

質
な
ど
の
情
報
共
有
に
も
広
げ
ま
し
た
。
自

社
開
発
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
に
、
必
要

な
情
報
を
必
要
な
人
に
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
届
け
る
仕
組
み
を
整
え
、
現
場
改
善
を

継
続
し
や
す
い
環
境
を
築
い
た
の
で
す
。
こ

の
事
例
が
示
し
て
い
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
は
、
働
く
人
が
状
況
を
把
握
し
、
判
断
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
だ
と
い
う
点
で
す
。

１
個
流
し
生
産
で
は
、
一
人
一
人
の
判
断
が

生
産
性
と
品
質
を
左
右
し
ま
す
。
同
社
の
取

り
組
み
は
、
自
社
の
生
産
方
式
に
合
っ
た
形

で
判
断
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
こ

そ
が
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
重
要
な
方
向
性

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の
で
あ
り
、

現
在
で
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

Pw
C

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

Pw
C Intelligence

�

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

大
川　

真
史

中
小
企
業
の
た
め
の

D
X
事
例

３
月
25
日
㈬	

マ
ル
経
審
査
会

	

な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５

�

諫
早
市
実
行
委
員
会
第
６
回
総
会

３
月
26
日
㈭	

新
就
職
者
研
修
会

	

青
年
部
役
員
会

	

令
和
７
年
度
第
２
回
諫
早
市
の

�

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る�

�

評
議
会

３
月
27
日
㈮	

新
就
職
者
研
修
会
・
激
励
会

３
月
29
日
㈰	

竹
松
駐
屯
地
創
立
73
周
年
記
念
行
事

３
月
30
日
㈪	

青
年
部
最
終
理
事
会

３
月
31
日
㈫	

正
副
会
頭
会
議

４
月
３
日
㈮	

長
崎
さ
く
ら
レ
ジ
ェ
ン
ズ
オ
ー
プ
ン

�

表
彰
式

４
月
６
日
㈪	

中
央
商
店
街
活
性
化
委
員
会

４
月
７
日
㈫	

商
業
部
会
常
任
委
員
会

４
月
８
日
㈬	

一
水
会

	

女
性
会
役
員
会

４
月
９
日
㈭	

青
年
部
理
事
会

４
月
10
日
㈮	

九
州
商
工
会
議
所
連
合
会
幹
事

�

専
務
理
事
会

４
月
11
日
㈯	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

�

第
72
回
年
次
大
会

４
月
12
日
㈰	

諫
早
珠
算
連
盟
総
会

４
月
14
日
㈫	

内
外
情
勢
調
査
会

４
月
15
日
㈬	

日
本
商
工
会
議
所
合
同
委
員
会

	

労
働
保
険
年
度
更
新
説
明
会

４
月
16
日
㈭	

日
本
商
工
会
議
所
合
同
委
員
会

	

ベ
ス
ト
ウ
ィ
ズ
ク
ラ
ブ
ブ
ロ
ッ
ク

�

運
営
委
員
会

	

中
心
市
街
地
商
店
街
連
合
会
理
事
会

	

青
年
部
通
常
総
会

４
月
17
日
㈮	

長
崎
県
内
商
工
会
議
所
事
務
局
長
会
議

	

の
ん
の
こ
諫
早
ま
つ
り
第
１
回

�

実
行
委
員
会

	

栄
町
商
店
街
理
事
会

４
月
19
日
㈰	

第
四
師
団
創
立
64
周
年
・
福
岡
駐
屯
地

�

開
設
76
周
年

４
月
20
日
㈪	

会
計
監
査

４
月
22
日
㈬	

正
副
会
頭
部
会
長
情
報
交
換
会
議

	

令
和
８
年
度
国
際
経
済
交
流

�

促
進
協
議
会
総
会

	

女
性
会
総
会

	
長
崎
県
中
小
企
業
同
友
会
記
念
講
演
会

	
長
崎
県
内
相
談
所
長
会
議

４
月
23
日
㈭	

B
W
C

キ
ャ
ン
ペ
ー
ンP

art1

進
発
式

	
長
崎
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
マ
ラ
ソ
ン

�

実
行
委
員
会

	

マ
ル
経
審
査
会

	

長
崎
県
防
衛
協
会
常
任
理
事
会

	

令
和
８
年
度
諫
早
市
ま
ち
づ
く
り

�
サ
ポ
ー
ト
事
業
審
査
会

会議所
動き
会議所
動き
の

3 月25日
～

4 月23日

＊会議所の主な
　活動内容です
青文字は当所の
主催事業です
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令
和
８
年
度 

諫
早
万
灯
川
ま
つ
り 

　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　

諫
早
市
民
の
心
の
祭
り
で
あ
る
「
諫
早
万
灯

川
ま
つ
り
」
を
今
年
も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

今
後
も
諫
早
市
３
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
楽
し
み
と
な
る
よ
う
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

〈
開
催
す
る
ま
つ
り
〉

■
名
称

　
「
第
69
回
諫
早
万
灯
川
ま
つ
り
」

■
日
時

　

令
和
８
年
７
月
25
日
㈯

■
場
所

　

高
城
橋
付
近
を
中
心
に
本
明
川
の
河
原
一

帯
及
び
そ
の
周
辺
道
路
（
式
典
会
場
：
高

城
橋
上
）

■
内
容

　

万
灯
の
設
置
・
花
火
の
打
上
・
露
天
商
の
出

店　

等

■
主
催

　

諫
早
市
・
諫
早
商
工
会
議
所
・
諫
早
観
光
物

産
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

万
灯
協
力
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

諫
早
万
灯
川
ま
つ
り
で
は
万
灯
を
末
永
く
灯

し
続
け
て
い
く
た
め
、
今
年
も
「
万
灯
協
力

金
」
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

・
一
口
１
０
０
０
円
と
し
て
何
口
で
も
結
構
で

す
。

・
募
集
期
間　

令
和
８
年
７
月
31
日
㈮

・
お
振
込
の
場
合
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
を
ご

利
用
下
さ
い
。

※
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
ご
集
金
い
た
し
ま

す
。

※
詳
細
は
今
号
会
報
同
封
の
案
内
を
ご
覧
下
さ

い
。

万
灯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

祭
り
当
日
本
明
川
河
川
敷
で
の
、
万
灯
配
置

や
万
灯
点
火
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
（
会
社
、
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
等
）

を
募
集
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
の
思
い
出
に
貴
重
な
体
験
を
し
ま
せ

ん
か
？
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

・
日
時　

令
和
８
年
７
月
25
日
㈯

　
　
　
　

16
：
30
～
21
：
30（
５
時
間
程
度
）

・
内
容　

ロ
ー
ソ
ク
の
河
原
配
置
、
タ
イ
マ
ツ

で
点
灯
、
後
片
付
け
等

・
場
所　

本
明
川
河
川
敷
（
裏
山
橋
～
諫
早
橋

の
間
の
１
エ
リ
ア
）

・
必
要
人
数
の
目
安　

15
人
以
上
（
※
小
学

生
・
中
学
生
が
含
ま
れ
る
場
合
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
）

・
募
集
期
間　

令
和
８
年
５
月
15
日
㈮
ま
で

※
そ
の
他
詳
細
は
本
件
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

【
本
件
担
当
】

　

諫
早
商
工
会
議
所
業
務
課

�

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
22-

３
３
２
３
）

速報 長崎県 中小企業支援事業（令和8年3月補正予算）のご案内
　令和8年3月に開催された長崎県議会にて、県内中小・小規模事業者の皆様を対象とした新たな支援施策が決定し
ました。主な支援内容は以下の通りです。

1. 【新設】中小・小規模事業者賃上げ対策緊急支援金
内　容：最低賃金引き上げに伴う人件費負担を軽減す
　　　　るための「支援金」
支給額：1 事業者あたり 15 万円（一律）
対　象：従業員を 1 人以上雇用している中小・小規模
　　　　事業者
募　集：6 月初旬～（予定）

2. 【新設】魅力ある職場づくり推進補助金
内　容：職場環境改善に資する取組への経費補助
補助額：最大 300 万円（補助率 2/3）
募　集：5 月末頃～（予定）

3. デジタル力向上支援補助金
内　容：IT 機器・デジタルツール導入、人材育成
補助額：最大 100 万円（補助率 2/3）
募　集：3 月末～

４.AI 活用力向上支援補助金
※過去にデジタル補助金活用等の実績がある企業向け

内　容：AI ツール導入、AI 人材育成
補助額：最大 100 万円（補助率 2/3）
募　集：3 月末～

5. 事業承継促進・後継者事業展開支援補助金
内　容：スムーズなバトンタッチと、承継後の新たな       
　　　　展開を支援します。
補助額： 最大 50 万円（補助率 1/2 ～ 2/3）
募　集： 3 月末～

事務局からのお知らせ
　各事業の詳細は順次、長崎県の公式ホームページ
等で発表されます。申請にあたっての「事業計画の
作成」等については、ぜひお早めにご準備ください。
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　同社の特徴は、日本初の火災保険会社として自
ら町を守った「火消し」の精神に遡る。そのDNAは、
現代の災害に強い地域社会を目指す「HIKESHI 
DNA 2030 Project」へと受け継がれている。損害
保険事業を核としつつ、「安心・安全・健康のテー
マパーク」を掲げ、災害時のみならず平時のあら
ゆるリスクから顧客を守ることを目指す。

　事務所は長崎市へ移転い
たしましたが、引き続き、諫
早地域の経済発展に貢献で
きるよう、これからも皆さま
の事業と暮らしの安心を支
えるパートナーとして、一層
精進してまいります。

　損害保険事業を核としながら、事業活動に潜む多様なリスクへの備えにも注力している。
近年、企業規模を問わず関心が高まっている「健康経営」の推進支援や、高度化するサイバー
攻撃から事業を守るためのコンサルティングなど、専門知識を活かしたサポートを展開。地
域の事業所が本業に専念できるよう、多角的なリスク分析と最適な備えの提案を行っている。

～メールアドレス登録のお願い～
　当所では、情報を迅速にお届けするため、メールアド
レスの登録をお願いしています。
　 ご登録のメリット
1. 情報伝達のスピードアップ：
　 期限付の補助金やイベント等の情報をいち早くキャッチ！
2. 紙媒体の削減
 　環境に配慮しつつ、必要な情報を確実に取得！
3. 情報を見逃さない
 　会報誌を待たずに、ビジネスに
    役立つ最新情報が届く！
 　ご登録方法
 　右記 QR コードを読み取り、
　 メールアドレスを入力するだけ！

かんたん登録はこちら

新
入
職
員
紹
介

三
月
一
日
に
入
所
し
た
新
職
員
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　諫
早
愛
を
胸
に
、
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中小企業振興部
沖田　礼子

※当所の読者アンケートにおいて、掲載希望をいただいた事業所を紹介しております。なお、今後の掲載事業所募集については、時期が決まり次第、改めてご案内いたします。

損害保険ジャパン（株）
長崎支店　諫早支社会員さんいらっしゃい！

損害保険ジャパン（株）長崎支店　諫早支社は、損害保険の枠を超えた多彩なリスクマネジメントで、地域の皆様を支
えるパートナーです。

事業内容

「火消し」の魂。あらゆるリスクから顧客を守る

　諫早支社は2026年４月１日、長崎市内の長崎支店3階へ事務所を移転した。事
務所は長崎市となったが、これまでと変わらず諫早市の皆様に寄り添い、顔の見
える関係を大切にしていく。顧客からの感謝を励みに、今後も地域に根差した活
動に誠心誠意取り組んでいく。

拠点は変わっても、心は常に「諫早」の皆様とともに

　「まず、動く。だから、見つかる。」をコンセプトに掲げる「損保ジャパン 
ACTIONS！」では、AIを活用した迅速な損害額の算出や、予測が難しい雹（ひょ
う）の危険を事前通知する「雹災アラート」など、最新技術を駆使した取り組み
も進めている。保険の枠を超えたアクションで、顧客の暮らしに寄り添い続ける。

最新技術を駆使し、暮らしを支える

代表者より一言

諫早支社長 馬渡陽子さん

住所：長崎県長崎市万才町３－16
　　 損保ジャパン長崎ビル３F 
電話番号：095-826-7227
ＨＰ：
https://www.sompo-japan.co.jp/
メールアドレス：
YMawatari@sompo-japan.co.jp
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